
台風12号による土砂災害と
その対応について
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台風12号による雨量

9/5

9/4

9/3

9/2

台風12号中心位置の３時間毎の軌跡

＜台風12号の特徴＞

台風の速度が遅かったため、長期間の
雨を降らせた

台風の進路の右側に当たる近畿地方は
記録的な豪雨に見舞われた。

上北山観測所（気象庁）で累積雨量
1800mmを超える（年間平年降水量の
2/3に相当）

解析雨量による総降水量分布図（推定）

8 月30 日17 時～9 月6 日24 時（気象庁HP参照）
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土砂災害発生分布図（国土交通省記者発表）



土砂災害発生分布図
No. 災害名称，呼称 備考

1 赤谷 緊急調査実施箇所

2 長殿 緊急調査実施箇所

3 栗平 緊急調査実施箇所

4 熊野 緊急調査実施箇所

5 北俣 緊急調査実施箇所

6  長山谷

7 迫

8 赤滝①

9 赤滝②

10 黒滝川上流

11 坪内①

12 坪内②

13 坪内③

14 辻堂(柳谷)

15 辻堂(鍛冶屋谷)

16 宇井（清水）

17 赤谷東（長殿北）

18 長殿②

19 宇宮原①

20 宇宮原②

21 三浦

22 法主尾山

23 杉清

24 野尻

25 桧股

26 伏菟野

27 真砂

28 玉置口

29 清川

30 三越

31 井関

32 東神野川
土砂移動現象発生箇所は空中写真判
読より確認（速報版：現在精査中）



土砂災害発生分布図（十津川災害・有田川災害）
No. 災害名称，呼称 備考

1 赤谷 緊急調査実施箇所

2 長殿 緊急調査実施箇所

3 栗平 緊急調査実施箇所

4 熊野 緊急調査実施箇所

5 北俣 緊急調査実施箇所

6  長山谷

7 迫

8 赤滝①

9 赤滝②

10 黒滝川上流

11 坪内①

12 坪内②

13 坪内③

14 辻堂(柳谷)

15 辻堂(鍛冶屋谷)

16 宇井（清水）

17 赤谷東（長殿北）

18 長殿②

19 宇宮原①

20 宇宮原②

21 三浦

22 法主尾山

23 杉清

24 野尻

25 桧股

26 伏菟野

27 真砂

28 玉置口

29 清川

30 三越

31 井関

32 東神野川
土砂移動現象発生箇所は空中写真判
読より確認（速報版：現在精査中）



至 五條

至 新宮

至 五條

辻堂
（柳谷）

辻堂地区

・台風１２号の豪雨により斜面が崩壊
（累計降雨量 ：870mm 宇井）

・山腹崩壊により、鍛冶屋谷に土石流
が発生。国道168号、市道が被災
（全壊7戸、半壊2戸、人的被害なし）

【10月7日現在】

・柳谷では、崩壊により、土石流が発
生したが、土砂の大部分は渓流内に
残存している。堰堤等に捕捉され、現
時点で道路等に被害はない。

辻堂
（鍛冶屋谷）

鍛冶屋谷の被災状況

鍛冶屋谷

柳谷

土砂が
途中で
停止

国道、
集落に
被害

位置図、被害数等は奈良県より情報提供

奈良県五條市 大塔町辻堂地区（鍛冶屋谷、柳谷）



至 五條

至 新宮

崩壊

河道閉塞

人家流出

・台風１２号の豪雨により清水地区の斜面が崩壊 （累計降雨量 ：870mm 宇井）
・土砂が対岸の宇井地区まで達した。（全壊13戸、半壊1戸、5名死亡、6名行方不明）

【10月7日現在】

宇井地区

宇井地区

熊野川

熊野川

宇井地区

位置図、被害数等は奈良県より情報提供

・熊野川が一時河道閉塞

奈良県五條市 大塔町宇井地区



位置図

元は地続きであった左岸側の
集落を貫く形で現河道を形成

９月４日８時３０分頃崩壊発生

熊野川右支川三越川を閉塞

三越川

崩壊幅：約200m
斜面長：約290m
推定崩壊土量：約30万m3

（斜面中腹に約5万m3の不安定土砂が堆積）

元の河道

現在の河道
一部河道閉塞している状況

全壊家屋５戸 （和歌山県調べ）

和歌山県田辺市本宮町三越（みこし）地区



位置図

９月４日０時４０分頃崩壊発生

土塊が一体となった地すべり
性の動きやこれに前後する
大小の崩落など複合的な動
きが生じたと考えられる。

斜面長（谷出口～冠頂部）：約290ｍ
最大幅（崩壊地上部）：約130m
推定崩壊土量：約50万m3

地すべり性の動きをした土塊は谷出口付近で抑えられて停止している

死者５名，全壊家屋５戸
（和歌山県調べ）

谷出口付近の状況

和歌山県田辺市伏菟野（ふどの）地区



和歌山県那智勝浦町 金山谷川
位置図

那智川

金山谷川と那智川の合流点での堆砂状況

那智川の土砂移動現象発生状況

金山谷川では、大規模な崩壊が発生
し、その崩壊土砂が土石流へと発達し、
流下した。

金山谷川と那智川の合流点では、直径
２～３ｍ、最大で直径4m程度の巨礫が

川道幅の半分程度を閉塞しており、ま
た、合流点直上流の源道橋の桁下まで
土砂が堆積していた。

金山谷川崩壊地の状況



土砂災害防止法の改正について



天然ダム 赤谷（あかだに）

9/6時点

9/22時点

台風15号通過後



天然ダム 長殿（ながとの）

9/23時点



５.天然ダム 栗平（くりだいら）

9/23時点



天然ダム 北股（きたまた）

10/6 時点

9/22時点

台風15号通過後



天然ダム 熊野（いや）

9/11時点

9/23時点

台風15号通過後



熊野 緊急調査結果

詳細な調査結果をシミュレーションに反映

＜緊急調査第１号＞ レーザー距離計を用いて天然ダム形状を迅速に計測

＜緊急調査第２号＞ 空中写真等を活用して、天然ダム形状を詳細に分析



つくばからの支援活動状況写真等

報道記事（読売新聞2011/9/9）

土研式水位観測ブイ（投下型）の投下・水位監視について

天然ダムの水位観測結果（赤谷：9/21-9/22）

土研式水位観測ブイの投下状況

土研式水位観測ブイ（投下型）

・土研が民間業者と共同で開発した水位観測ブイ（投下
型）が、緊急監視のための機器として、天然ダム発災直
後から稼動

・山間地など周辺に電源・通信設備がなく、人が容易に立
ち入れない地域において、衛星通信とヘリ輸送によって、
天然ダムの水位を監視する機器として開発したもの（実用
新案登録3149794号）。

・現在、4箇所の天然ダムの湛水部に投下され、水位を監
視中。観測データは近畿地方整備局HPにおいてリアルタ
イムで配信。
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つくばからの支援活動状況写真等
センサー等を用いた天然ダム監視体制に関する技術指導

天然ダム監視状況

天然ダム監視に関する
現地調査

センサー設置候補箇所に
関する技術指導

土石流検知センサー
設置箇所の現地確認

ワイヤーセンサー



つくばからの支援活動状況写真等
崩壊・地すべりに関する現地調査・技術指導

崩壊地調査（天川村坪内）

調査結果等を和歌山県へ報告
（和歌山県庁にて）

調査結果等を奈良県および
地元市町村へ報告

県道近露平瀬線における調査状況



対策方針（赤谷）

近畿地方整備局HPより抜粋



対策方針（熊野）

近畿地方整備局HPより抜粋



国土交通省天然ダム監視体制



国土交通省天然ダム監視体制（熊野）


